


















成期」と呼ばれる、前 3000 年から前 50 年までの約 3000 年間の時代である。この時代に
神殿（祭祀センター）建設が始まり、時代ごとに場所を変え、設計図が変更され、各地に
神殿が建設され続けた（cf. 加藤・関編 1998）。 
 はじめに、アンデス形成期の神殿の研究史を概観し、神殿更新という概念について検討
する。次に神殿という建築に注目して、社会と物質文化との相関関係を論じるために、レ
ヴィ＝ストロースの提起した「イエ社会（sociétés à maisons; house society）」（Lévi-Strauss 
1982[1979]）を手がかりとし、神殿社会という概念を提唱し、理論的考察を進める。最後
に分析を行う際の時間幅について考察する。なお記述にあたっては、形成期早期（前
3000-1500 年）、前期（前 1500-1200 年）、中期（前 1200-800 年）、後期（前 800-250 年）、













遺跡（図 1）であった（Izumi & Sono [ed.] 1963; Izumi & Terada [ed.] 1972）。当時アン
デス文明の起源と考えられていたチャビン・デ・ワンタル遺跡（図 1）よりも古い文化がコ
トシュにあると想定されたためである。1960 年に実施された発掘の結果、コトシュでは予








































辺）やその北のカスマ川、南のチャンカイ川周辺に集中している（図 1; Haas & Creamer 
2006）。カスマ谷のセチン・バホ遺跡の直径 10m 程度の円形半地下式広場から採取された
















































































 古い時代の神殿を丁寧に埋めるという習慣は当初「神殿埋葬」と呼ばれ（Izumi & Terada 
[ed.] 1972: 304）、島田泉などもこの概念でワカ・ルシア神殿の事例を説明した（Shimada et 
al. 1982: 133）。しかし、その後、1979 年から始まった日本調査団によるワカロマ遺跡の調
査を通じ、埋葬という過去の神殿に対する行為ではなく、新しい神殿を建てるということ









                                                   
3 全く同じ場所ではなくやや位置をずらす、移転型神殿更新というパターンも認められるが、
その場合は神殿の規模はそれほど大きくならない（鶴見 2009）。 
4 後のモチェ文化の建築物でも同じ特徴が認められる。一方、後 600 年頃に建設されたテ
ィワナク遺跡の建造物は一度に建てられ、更新は行われない。 
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算してみると、200 万人日である。この数字は、100 人が年 60 日、水不足で農作業があま




















者の社会的記憶との関係についても議論を深める必要がある（cf. Pauketat & Alt 2003）。
神殿の設計プランや共伴遺物だけでなく、神殿更新のサイクル自体も、時代や神殿ごとに
異なっているだろうし、それが形成期の社会変化を解明する一つの手がかりとなる。しか
                                                   
5
 a four-century period would have been long enough for the pyramid complex at Cardal 
to have been built on an incremental basis by relative small population. Our working 
estimate for labor invested in Cardal’s monumental architecture is 2 million 
person-days. This figure would have been achieved in four centuries by 100 people 
working 60 days a year during the winter months when agricultural activity is minimal 
due to the lack of water. 

































                                                   
7 El acto de renovación se nota no solamente en Kotosh, Shillacoto y Wairajirca, sino 
también en La Galgada y Piruru, y continúa en la mayoría de los centros ceremoniales 
del período Formativo como se presentará más adelante en Hucaloma, Kuntur Wasi, 
Cardal y otros sitios. Es la característica más notable de la vida ceremonial temprana 
del Perú. Es de suponer que la renovación del templo es el primer móvil para el 
desarrollo socio-cultural, que promovió el proceso dinámico durante el precerámico 
tardío y el Formativo. 
8 Yoshio Onuki has distinguished between demolition-reconstruction and ritual 
entombment at Kotosh, arguing that the former process was even more common at 
other Formative sites. 
9 This is an intriguing hypothesis –that the renovation of ritual architecture produced 
developmental consequences for early Andean societies – but it is important to 
distinguish carefully between ritual entombment and demolition/renovation. It is 
interesting that ritual entombment (and the continuity that it implies) was followed by 
demolition-reconstruction at Kotosh. 



















れていく様子を論じている（Walker ＆ Lucero 2000）。こうしたモニュメントと歴史、景
観との関係についてはトム・ディルヘイもマプーチェ族を事例として論じている。そこで
は儀礼的な塚クエルが周辺の景観と結びついているが、アンデスやメソアメリカの事例と



























































































































 考古学の分野で「イエ社会」に関する論文集が3冊編まれている18（Beck [ed.] 2007; 
















                                                   
16 英語訳では corporate body となっているが、原文は personne morale（法人）である
（Gillespie 2007: 33）。英語で法人は legal person である。また法人に対する個人を表す法
律用語は、英語で natural person、フランス語では personne physique である。 
17 原文は“Personne morale détentrice d’un domaine composé à la fois de biens matériels 
et immatériels, qui se perpétue par la transmission de son nom, de sa fortune et de ses 
titres en ligne réelle ou fictive, tenue pour légitime à la seule condition que cette 
continuité puisse s’exprimer dans le langage de la parenté ou de l’alliance, et, le plus 
souvent, des deux ensemble” (Lévi-Strauss 1979: 151-152)。英語訳では “A moral person 
holding an estate made up of material and immaterial wealth which perpetuates itself 
through the transmission of its name, its goods, and its titles down a real or imaginary 
line, considered legitimate as long as this continuity can express itself in the language 
of kinship or of affinity, and, most often, of both” (Lévi-Strauss 1982[1979]: 174)となって
いる。 




















1968 [ca. 1594]: 161-167）。男児が小さい時から神殿に預けられ、神官としてトレーニング












































































 アンデス全体では約 3000 年もの間、神殿更新が続き、その間の各地における神殿更新を
含む社会変化のリズム、系譜関係について研究が積み重ねられている。ここでは神殿社会
の寿命、ひいては神殿と時間の関係を考察するため、チャビン・デ・ワンタル神殿を事例
として取り上げてみたい（Kembel 2001, 2008）。形成期で最も有名な神殿である（図 2、
図 3）。前 1100 年頃建設が始まっており、初期の神殿は基壇の上に載った、比較的小規模な
部屋状構造物であった。それが前 1000 年、前 800 年、前 500 年頃に 3 回の大規模な更新

















図 3 チャビン・デ・ワンタルの建築順序（宮野元太郎作成） 
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